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阿⽐留瑠⽐の極⾔御免

⾸相官邸に⼊る⽯破茂⾸相＝24⽇午前（春名中撮影）

 若い頃の⼤⾔壮語や絵空事のような理想論は、後で振り返ると恥ずかしいものだ
が、⽯破茂⾸相は今、どんな⼼境だろうか。過去から⾶んで返ってくる無数のブーメ
ランが突き刺さっても、何も感じないのか。

⿇⽣⽒に辞任要求

 24⽇には、安倍晋三政権の内閣官房参与で、安倍⽒の外交政策スピーチライターを
務めた⾕⼝智彦⽒が⾃⾝のフェイスブックに「発⾔の主は、16年前の⽯破茂⽒」とつ

阿⽐留 瑠⽐
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づっているのが⽬にとまった。⽯破⾸相が東京都議会選挙の⾃⺠党敗北を受けて、平
成21年7⽉13⽇のブログに投稿した次の⽂章を紹介したものである。

 《「都議選もあくまで⼀つの地⽅選挙であり、国政に直接影響するものではない」
というのは理屈としては全くそのとおりなのですが、現実は国政に対する批判がダイ
レクトに出たことを真摯に受け⽌め、もちろん内閣の⼀員である私も含めて深く反省
し、何を改めるべきかを⽰さなくてはなりません。そうでなければ落選した都議候補
にあまりに申し訳がないというものです》

 当時、⿇⽣太郎内閣の農林⽔産相だった⾸相は⿇⽣⽒に対し、都議選敗北の責任を
取って辞任するよう求めたのだった。現職閣僚が⾸相に辞めるよう迫るのは筋が通ら
ない話だが、「国政に対する批判がダイレクトに出た」ことを深く反省してのことだ
ろう。

 ところが、わずか21議席しか獲得できずに⼤敗した今回の都議選について記者団に
問われた⾸相は、⾃⾝の進退には全く触れずにこう述べた。

 「この結果の分析はすぐにできるわけではないが、どのような訴えが届かなかった
のかをきちんと分析をして、今後に⽣かしていかねばならない」

⼤敗の責任すり替え

 ⾸相は、今回の都議選結果に現れた「国政に対する批判」も無視している。このど
んな結果になろうと⾃分は悪くないという独特の「⽯破理論」は昨年10⽉の衆院選の
際もそうで、少数与党に転落するという惨敗を⾃⺠党のあり⽅の問題にすり替え、こ
う語った。

 「⾃⺠党は反省が⾜りないとご叱責をたまわった。⾝内の論理、党内の理屈は⼀切
排除し、政治とカネについて抜本的な改⾰を⾏っていく」

 今回の都議選の⼤敗に関しても、⾃⺠党内には政治とカネの問題が主因だという⾒
⽅があるが、そうではないと考える。税収の上振れが何年も続いてもかたくなに減税
は拒絶し、経済成⻑の⽅策は企業に⼤幅賃上げを求めるだけという⽯破内閣の無策ぶ
りや、後⼿後⼿の流⼊外国⼈への対応など、⽯破政治そのものに「ノー」が突きつけ
られているのではないか。
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 4⽉10⽇の当欄でも紹介したが、⼤事なことなので再掲する。⾸相は平成19年7⽉の
参院選で当時の安倍⾸相率いる⾃⺠党が⼤敗した際には、⼣刊フジのインタビュー記
事でこう明⾔していた。

 「責任を取るべき⼈が取らないのは組織ではない。その責任を追及する声が上がら
ない組織は病んでいる。このまま追及する声がないようなら、そんな党は存在意義が
ない」

 「私だったら即座に辞めて、落ちた⼈のところに謝って回る」

 安倍、⿇⽣両⽒に選挙敗北の引責辞任を求めておきながら、⾃分はいくら選挙で負
けても責任を取ることは決して考えない。そんなトップが平気な顔で⾸相を続けてい
ることに対し、厳しく責任を追及する声がほとんど聞こえてこない⾃⺠党に、存在意
義はあるのだろうか。（論説委員兼政治部編集委員）

©2020-2025 ©2020-2025 The Sankei Shimbun. All rights reserved.

2025/06/28 12:34 （印刷ページ）⽯破⾸相に刺さる無数のブーメラン 何も感じていないのか、責任追及せぬ⾃⺠の存在意義は - 産経ニュース

https://www.sankei.com/print/article/20250626-NMDREKTHWBP5PP356KYT55EBTI/?outputType=print 3/3


